
東海医療科学専門学校

理学療法科　カリキュラムマップ ◎：直結する　〇：関連する

１．理学療
法士として
必要な基礎
知識を修得
している

２．医学知識を
修得し、論理的
思考に基づいた
理学療法（評
価・治療）が実
践できる

３．現場で適切な対
人関係を築き、患者
さんや利用者さんな
ど他者の身体に触れ
る専門職としての倫
理観を有している

４．自己研鑽に
努め、得た知識
や経験を適切に
共有することが
できる

５．臨床現
場で求めら
れる基礎的
実践能力を
備えている

６．自律心を有している
①自己研鑽を継続できる
②自主的に行動が起こせる
③自信をもって業務に臨める
④自己マネジメントすることで
課題を明確にできる

７．忍耐力を有している
①職務に責任感を持って臨
むことができる
②他者に寄り添って思いや
りのある行動ができる

８．協調性を有している
①他者と協働できる
②他者を敬い、謙虚な態度
で接することができる
③自己解決できない時、周
囲に頼ることができる

情報科学 ◎ 〇
心理学 ◎
英語 〇
コミュニケーション論 〇 〇 〇 〇 ◎

科学的思考の基盤 統計学 〇 〇
人間と生活 保健体育 〇 〇 ◎
社会の理解 レクリエーション論 〇 〇 ◎

社会学 〇
解剖学Ⅰ 〇 〇 ◎ 〇
解剖学Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇
体表解剖演習 〇 〇 ◎ 〇
生理学Ⅰ 〇 〇 ◎ 〇
生理学Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇
運動学演習Ⅰ 〇 〇 ◎ 〇
運動学演習Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇
人間発達学 ◎ 〇 〇 〇
解剖演習 ◎ 〇 〇 〇
公衆衛生学 ◎ 〇 〇 〇
病理学 ◎ 〇 〇 〇
薬理学 ◎ 〇 〇 〇
内科学（画像診断含む） ◎ 〇 〇 〇
神経内科学 ◎ 〇 〇 〇
整形外科学（画像診断含む） ◎ 〇 〇 〇
精神医学 ◎ 〇 〇 〇
栄養学 ◎ 〇 〇 〇
救急救命学(予防の基礎含む） 〇 〇 ◎ 〇
リハビリテーション学 ◎ 〇 〇 〇
多職種連携論 〇 〇 〇 ◎
社会保障制度論 ◎ 〇 〇 〇
総合医療学 ◎ 〇 〇
理学療法概論 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇
病態概論　 〇 ◎ 〇 〇 〇
理学療法研究法 〇 〇 ◎ 〇 〇
理学療法総合演習 ◎ 〇 〇 〇

理学療法管理学 理学療法管理学 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇
理学療法評価学 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇
理学療法評価演習Ⅰ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇
理学療法評価演習Ⅱ(画像評価含む） ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇
理学療法評価演習Ⅲ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇
運動療法学 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
物理療法学 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
脳血管障害理学療法演習 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
運動器障害理学療法演習 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
呼吸器障害理学療法学 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
循環器障害理学療法学 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
代謝障害理学療法学 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
発達支援理学療法学 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
老年期理学療法学 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
スポーツ理学療法演習 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
日常生活活動学演習Ⅰ ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
日常生活活動学演習Ⅱ ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
義肢装具演習 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
徒手理学療法演習 ◎ 〇 ◎ 〇
障害スポーツ演習 ◎ 〇 〇 ◎ 〇
生活環境学 ◎ ◎ 〇 〇 〇
地域理学療法学 ◎ ◎ 〇 〇 〇
臨床実習Ⅰ ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
臨床実習Ⅱ ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
臨床実習Ⅲ ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
臨床実習セミナーⅠ ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
臨床実習セミナーⅡ ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

多職種合同イベント 〇
ベイスタ ◎ ◎ ◎
スポーツ大会 ◎
文化祭 ◎
バス旅行 ◎
IRIYAMAゼミ ◎
ちょこゼミ ◎
国家試験対策 ◎
お菓子パーティー ◎

教育課程外
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臨床実習

理学療法治療学

地域理学療法学

保健医療福祉とリ
ハビリテーション
の理念
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人体の構造と機能
及び心身の発達

疾病と傷害の成り
立ち及び回復過程
の促進
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